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５８６４０００ １０５１４０００ １７６５４４６０ 
12月20日品18,513,000
(〔銀行法特別委員会〕報告書，1857年，第２部，付録，を見よ｡)／
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この数字は８月３１日のものであり，９月７日は畠15,209,000である。
この数字は1843年のものであり，1844年は足7,496,859である。
この数字も1843年のものであり，1844年は品7,529,401である。
この数字は，8,482,239の誤記である。
｢７％」は，最高率である。最低率は５％であった。
｢１２月」は「６月」の誤記である。
この数字は，３％の誤記である。
｢23日」は「22日」の誤記である。
この数字は「政府証券」のものであり，私的証券は品19,124,799である。
右の欄外に書かれた以下の部分は，このページ（325aページ）が一杯になってしまったために，このようなかたちでその続きを書いたものであって，注記ではない。
クラパム『イングランド銀行―その歴史一』によると，1847-1848年には，各半期４％％の配当が支払われており，ここでの「９％」と一致している。しかし，「そのう
え各１％のボーナスを２度与えた〔ausserdem2Bonussev・ｊｅ1％〕」という事実は確認できなかった。この前年の各半期３％％にさらに１％を追加したことを勘違いした
ものであろうか。また，1857年についても，クラパムの表では，前期４％％，後期５％％で，合計１０％であり，ここでの「11％」という数字と合致しない。（CfSirJohn
Clapham，“TheBankofEngland"，ｖｏＬ１１，ｐ、２０４ａｎｄ428.）なお，マルクスが配当にかんするこれらの数字をどこからとったのかはわからなかった。
「貨幣資本の蓄積」（『資本論』第３部第26章）の草稲について１８７
１）「(それはまさに，だれかが自分の商品を売るのは，貨幣《を》もてあそびた
いからではないのと同様である。なんという英知！）」－削除。
2）「(これが商業的な借金の困難が増大したということを意味している場合で
さえ，この困難の増大は，ただ貨幣または信用資本にたいする需要の増大であ
るにすぎない｡)」－削除。
3）「はいっていく」→「利潤をもたらす」
4）「（１）（たわごと〔Humbug〕！）」－削除。
5）エンゲルス版ではここで改行されているが，行頭にあたるだけで，改行とは
ふえない。
6）挿入一「{オウヴァストンの答え｡}」
7）「資本の形態で」－エンゲルス版でも強調されている。
8）「……人々」－原文ではpersonsetc・であり，オウヴァストンの証言で
persons，ｗｈｏｈｅｔｈｍｋｓｗｉｌｌｍａｋｅａｇｏｏｄｕｓｅｏｆｉｔとなっているところ
のｗｈｏ以下をetc、としているわけである。エンゲルス版ではこの箇所は
Personen，welcheetc．となっているのであって，このことから，エンゲルス
は，この部分を編集しているとき，少なくとも部分的には証言の原文をも参照
していたことがわかる。
ここでようやく，彼が、資本ということでなにを考えているかがわかっ
た。彼は「貨幣を任せる」ことによって貨幣を資本に転化させるのである
が，これは，利子を取って貸し出すことの腕曲な表現なのである｡2)/3）
１）「彼が」－エンゲルス版でも強調されている。
２）「彼は「貨幣を任せる」ことによって貨幣を資本に転化させるのであるが，
これは，利子を取って貸し出すことの腕曲な表現なのである｡」→「彼は，貨
幣を「任せる」ことによって，もっと椀曲にでなく言えば，利子を取って貸し
出すことによって，貨幣を資本に転化させるのである。」
３）草稿では，325ａページのこれ以下の部分に，「イングランド銀行の割引率。
地金。銀行券｡」というタイトルの表が書かれており，それはさらに325ｂペー
ジにまで続いている。本稿ではこの表は折込永として収録する。この表の前の
本文に続く本文は，325ｂページの表の下に書かれている。なお，草稿の表に
は，多くの不必要な横線が引かれているが，見やすくするためにかなり削った。
／325ｂ／前ロイド'）氏はまえに，〔イングランド銀行の〕地金の額（ま
たは貨幣の量）〔の変化〕の結果としての割引率の変化は，ただ同時に生
１８８ 
じているだけであって，本質的な関連にあるわけではない2）と言ったｶﾐ，
そのあとでまた彼は次のように繰り返している。
１）「前ロイド」→「オウヴァストン」
２）「〔イングランド銀行の〕地金の額（または貨幣の量）〔の変化〕の結果とし
ての割引率の変化は，ただ同時に生じている〔CoincidenQだけであって，本
質的な関連にあるわけではない」→「割引率の変化はイングランド銀行の金準
備額または貨幣の現存量の変化とは，本質的な関係にあるのではなく，せいぜ
い同時性の関係にあるだけだ」
第3805号')。「国内の貨幣が流出によって減らされれば，それの価値は
増加するのであって，イングランド銀行はこのような貨幣の価値の変動に
〔」〕（つまり資本としての2)貨幣の価値の変動に3)－というのは，貨幣
の価値（正しい意味での）は同じままなのだから4)）〔「〕従わなければな
りません。このことが，専門用語〔technicalterm〕では，利子率を引き
上げる，というように言い表わされるのです｡｣の
ｌ）「第3805号」－草稿では，「第3804号」と誤記されており，1894年版でも
そのままになっていたが，現行版では訂正されている。
2）「資本としての」－エンゲルス版でも強調されている。
3）挿入一「換言すれば利子率の変動に，」
4）「貨幣の価値（正しい意味での）は同じままなのだから」→「商品と比ぺて
の，貨幣としての貨幣の価値は，同じままなのだから」
5）「」」－草稿では，「）」となっている。
第3819号。「私は用語を')けっして混同してはいません｡」（つまり貨幣
と資本とを混同していないというのであるが，それは，彼がこの二つをけ
っして区別していないという2)理由からである｡）｛だから，商品が資本の
形態であるかぎりでは，そして商品が売買ではたんに商品であるかぎりで
は，資本と商品とについて逃げ口上を言うことができるであろう｡)8）
１）「用語を」→「その二つを」
２）挿入一「簡単な」
３）「(だから，商品が資本の形態であるかぎりでは，そして商品が売買ではた
「貨幣資本の蓄積」（｢資本論』第３部第26章）の草稿について１８９
んに商品であるかぎりでは，資本と商品とについて逃げ口上を言うことができ
るであろう｡)」－削除。この最後の部分は，＜資本と商品とについて同じよ
うな混同をし，そしてそれについて同じような逃げ口上を言うことができるで
あろう＞，という意味であろう。
第3834号。「この国の必要生活資料の供給のために〔」〕（1847年に穀物
のために）〔「〕支払われなければならなかった，そして実のところは資
本だった')非常に大きな金額｡」
1）「実のところは資本だった」－エンゲルス版でも強調されている。
第3841号，「割引')率の変動は疑いもなく準備高2)の状態と非常に密接
な関係があります。なぜならば，準備高の状態は国内にある貨幣量の増減
の指標だからです。そして，国内にある貨幣が増加または減少するのに比
例して，その貨幣の価値は増加または減少し，また〔イングランド〕銀行
割引率はそれに従うでしょう｡｣3）
１）「割引」－草稿では「準備」と誤記されている。
２）「準備高〔reserve〕」→「{イングランド銀行の｝金準備」
３）挿入一「－つまり，ここで彼は，第3755号できっぱりと否定したことを
是認するのである｡」
第3842号。「両者」（地金の状態と準備の状態と)'）「のあいだには密接
な関連があります2)。〔」〕(3)ここでは彼は，利子率の変化を「』)貨幣の
量｣4)《の変動》から説明している。しかしながら，彼はうそをついてい
る5)。なぜなら，国内の貨幣のが増加することから準備高が減少する，と
いうことはありうるからであるわ。これは，公衆の手にある銀行券が増加
し，かつ地金8)が減少しない場合である。しかしその場合には，利子9)が
上がる。なぜならば,その場合,イングランド銀行の銀行業資本〔banking
Capital〕'0)は《1844年の》法律によって制限されているのだからである。
彼はこのことを口にする必要がない｡というのは,勘定の変化を通じて11)'2）
二つの部に共通するところはほとんどたにしないからである｡1s）たとえば，
190 
《1856年》５月10日
公衆の手に
ある銀行券 ':::ｉＩＩ訓鶚行券〔準備競璽≦Tび地．準備高
藤二*i熟化MM：
Ｏ〕
１）「(地金の状態と準備高の状態と)」→「発券部にある金の量と銀行部にある
銀行券の準備の量との」
２）「あります」→「生じます」
３）「（」－削除。
４）（「」および「」」－削除。
５）「彼はうそをついている」→「彼が言っていることはまちがいである」
６）「貨幣」→「流通貨幣」
７）「なぜならば，……からである」－削除。
８）「地金」→「金属の蓄蔵」
９）「利子」→「利子率」
10）「銀行業資本〔bankingCapital〕」→「銀行資本〔Bankkapital〕」
11）「勘定の変化を通じて〔durchdchangeimaccount〕」←「この法律によ
れば」
12）挿入一「銀行の」
13）以下，「たとえば」から２つの表の終わりまでは，エンゲルス版では削除さ
れている。
｢第3859号。高い利潤率はいつでも資本にたいする大きな需要を生みだ
「貨幣資本の蓄積」（『資本論」第３部第26章）の草稿について１９１
すでしょう。資本にたいする大きな需要は資本の価値を高くするでしよ
う｡」ここでようやく，】)｢2)高い利潤率｣2）と「3)資本にたいする需要｣3）と
のあいだの関連がわかった。ところで，《たとえば》1844-45年には綿工
業では利潤率が高かった4)が，それは，綿花が廉価であって，その価格が
上がらなかったから5）である。つまり，資本（そして前に出てきた陳述に
よれば，資本とは6)，各人が自分の事業で必要とするもののことである）
の価値，すなわち7)綿花の価値は，紡績業者8〕にとっては高くされなかっ
たのである。さらに，綿花取引での利潤は製造業者に，）自分の事業の拡張
のために貨幣を借り入れる'0〕きっかけを与えたかもしれない。それゆえ，
増大した彼の需要は「貨幣資本〔moniedcapital〕」にたし､するものだっ
たのであり，それ以外のなにものでもなかったのである｡'1）
１）挿入一「オウヴァストンが考えている」
２）「「」および「」」－削除。
３）「「」および「」」－削除。
４）「利潤率が高かった」→「高い利潤率が一般的だった」
５）「綿花が廉価であって，その価格が上がらなかったから」→「綿製品にたし、
する需要が大きかったのに原綿が安かったからであり，また安いままだったか
ら」
６）「資本とは」→「オウヴァストンが資本と呼ぶのは」
７）挿入一「ここでは」
８）「紡績業者」→「製造業者」
９）「綿花取引での利潤は製造業者に」→「高い利潤率は多くの綿製品製造業者
に」
１０）「借り入れる」pumpen→aufnehmen
ll）「それゆえ，増大した彼の需要は「貨幣資本〔moniedcapital〕」にたいす
るものだったのであり，それ以外のなにものでもなかったのである。〔Seine
Nachfragestiegdaherf，,moniedcapital“ｕ・nothingelse.〕」→「これ
によって増大したのは，貨幣資本にたいする彼の需要であって，それ以外のな
ににたいする需要でもなかったのである。〔DadurchstiegseineNachfrage
fiirGeldkapitalundfdrsonstnichts.〕」
第3889号。「地金')が貨幣であることもないこともありうるのは，ちよ
192 
うど，紙が銀行券であることもないこともありうるようなものです｡」
１）「地金」→「金」
第3896号。「では，閣下は，ご自分が1840年に用いられた論拠，つまり
イングランド銀行の外にある銀行券')の変動は地金2)の額の変動に従うべ
きだという論拠を放棄されたものと理解してまちがいありませんか？－
それを私が放棄するのは，こういうことのかぎりです……3)，つまり，い
までは，われわれがもっている情報によればい，イングランド銀行の外に
ある銀行券5)にさらにイングランド銀行の銀行業準備のなかにある銀行券
をも加えなければならないというかぎりでのことです｡」（`)これは大げさ
である。イングランド銀行は1400万.プラス・地金との同額の紙《券》をつ
くりだす，という盗意的な規定は，もちろん，イングランド銀行のこの発
券高を地金8)の変動につれて変動させる,)。しかしこの「情報」によって
明らかに示されている'0)ところでは，イングランド銀行がそのようにして
印刷する'1)ことができる（そして発券部が銀行部に引き渡す'2)）銀行券の
量は，つまり地金'8)の変動につれて生じる'４)，イングランド銀行の二つの
部'6)のあいだでのこの流通は，同行の門外での'6)流通高の変動を規定しな
いのだから，今では'7)，あとのほうの流通高'8)はどうでもよいものとなり，
'9)二つの部20)のあいだのこの流通がまったく重要になる21)のであって，こ
の流通と現実の流通との差が準備高に現われるのである。｛22)それが23)重
要なのは，銀行法の結果として,2の準備高が，〔イングランド〕銀行がそ
の26)最高発券限度にどこまで届いて26〕いるか，そして預金者たち27)が銀行
営業部28)から29)受け取ることができるのはどれだけか，を指し示すからで
しかない｡}22)Ｏ〕
1）「イングランド銀行の外にある銀行券」→「流通しているイングランド銀行
券」
2）「地金」→「金準備高」
3）「……」－証言ではここに，「－このことが，放棄するということの意
「貨幣資本の蓄積」（『資本論』第３部第26章）の草稿について１９３
味なのであれば，それは実際には，陳述を完全なものにするということであり
まして，いかなる点から見ても放棄することではないのですが－」というオ
ウヴァストンの弁解がはいっている。草稿ではこの部分は，「……」ではなく
て「－」となっている。
４）「いまでは，われわれがもっている情報によれば〔nowwiththemeans
ofinformationwhichweposess〕」→「われわれが今日承知しているところ
によれば〔nachdemheutigenStandunsrerKenntnisse〕」
５）「イングランド銀行の外にある銀行券」→「流通している銀行券」
６）「（」－削除。
７）「1400万・プラス・地金と」→「その保有する金の額に1400万を加えたの
と」
８）「地金」→「金準備高」
９）「変動させる」→「変動するということを必然的にする」
10）「この「情報」によって明らかに示されている」→「｢われわれが今日承知
しているところが明らかに示したところでは」
11）「そのようにして印刷する」→「この規程に従って製造する」
12）「引き渡す」nberlassen→iibertragen
l3）「地金」→「金準備高」
14）「生じる」→「変動する」
15）「部」bureaus→Abteilung
l6）「門外での〔outofdoors〕」→「壁の外での」
17）挿入一「銀行当局にとっては」
18）挿入一「つまり現実の流通」
19）挿入－「イングランド銀行の」
20）「部」bureaus→Abteilung
21）「流通がまったく重要に〔allimportant〕なる」→「流通だけが決定的に
〔alleinentscheidend〕なる」
22）「（」および「｝」－削除。
23）挿入一「外界にとって」
24）「銀行法の結果として，」－削除。
25）挿入一「法定」
26）「届いて」→「近づいて」
27）「預金者たち」→「顧客たち」
28）「銀行営業部〔BankingOflice〕」→「銀行部〔bankingdepartment〕」
29）挿入一「まだ」
194 
1)第3944号。「な｛こをイングランド銀行の準備高と見ておられるのか，委
員会にお教えくださいませんか？－発券部によって発行された銀行券の
うち，イングランド銀行以外のどこにも存在しない額です｡」
１）以下の「第3944号」からの引用は，エンゲルス版では削除されている。
やつ'）の下劣さと2)不誠実さについては，次のようなすばらしい例があ
る。
１）「やつ〔dKerl〕」→「オウヴァストン」
２）「下劣さと〔ｄＬｕｍｐｅｒｅｉｕ.〕」－削除。
第4243号。「あなたのお考えでは，資本の量は，この数年，割引率の変
動に示されているようなぐあいに資本の価値を変動させるほどの程度で，
月々変動するのですか？－資本の需要と供給との関係は，疑いもなく，
短期間にでも変動することがありえます。……もし明日にもフランスが非
常に大きな借款を受けたいという通知を公げにすれば，それは疑いもなく，
すぐにこの国'〕で貨幣の価値に，すなわち資本の価値に2)，大きな変動を
引き起こすでしょう。ｓ)第4245号。もしフランスが，わが国は急遼……の
3000万だけの商品を買い付けたい，と発表すれば，これらの商品にたいす
る大きな需要が生じるでしょう｡6）もっと学問的でもっと簡単な用語を使
えば，資本6)にたいする大きな需要が生じるでしょう。の第4246号。フラ
ソスがその借款で買いたいと思うであろう資本8)は一つの,）ものです。フ
ランスがこの資本を買うために用いる貨幣'0)はそれとは別のu)ものです６
価値が変わるのは貨幣なのですか，それともそうではないのですか？－
われわれはまた前の問題を復習しているようですが，考えてふると，これ
はこの委員会室よりも学者の研究室によりふさわしいものです｡」こうし
て彼はこそこそと逃げ出すのである｡'2)'3)’
1）「この国」→「イギリス」
「貨幣資本の蓄積」（『資本論』第３部第26章）の草稿について１９５
２）「貨幣の価値に，すなわち資本の価値に」－エンゲルス版でも強調されて
いる。草稿では，このうち「すなわち〔ｔｈａｔｉｓｔｏｓａｙ〕」には二重の下線が引
かれている。
３）エンゲルス版ではここで改行されている。
４）「……」削除。
５）「これらの商品にたいする大きな需要が生じるでしょう｡」－削除。
６）「資本」－エンゲルス版でも強調されている。
７）エンゲルス版ではここで改行されている。
８）「資本」－エンゲルス版では強調されている。
９）「一つの」－エンゲルス版では強調されている。
10）「貨幣」－エンゲルス版では強調されている。
11）「それとは別の」－エンゲルス版では強調されている。
12）「こうして彼はこそこそと逃げ出すのである。〔Sosneakseraus.〕」→「こ
う言って彼は引きさがる，といっても，研究室にではないが。」
13）エンゲルス版では，ここに次の脚注がつけられている。－「資本の問題で
のオウヴァストンの概念上の混乱についてさらに詳しくは，第33章の終わりで
述べる。｛Ｆ、エンゲルス)」
（1989年12月６日）
正誤表
｢『資本論』第３部第１稿について｣，（本誌第50巻第２号)，1982年。
132ページ下から６行目「CirculationsprozeB」→「CirculationsproceB」
151ページ上から11行目「第３節」→「第４節」
｢｢貨幣取扱資本」の草稿について｣，（本誌第50巻第３．４号)，1983年。
281ページ下から２行目「ヴィッセリング」→「フィッセリング」
282ページ下から10行目「ヴィッセリング」→「フィッセリング」
286ページ上から２行目「ヴィッセリング」→「フィッセリング」
287ページ上から９行目「ヴィッセリング」→「フィッセリング」
｢｢信用と架空資本」の草稿について(上)｣，（本誌第51巻第２号)，1983年。
７０ページ下から５行目「567」→「577」
｢｢信用と架空資本」の草稿について(下)｣，（本誌第51巻第４号)，1984年。
２２ページ下から５－４行Ｈ「鋳貨，貨幣，貨幣資本としての流通手段と利子
生糸資本」→「鋳貨としての流通手段，貨幣,貨幣資本,利子生承資本」
｢｢資本主義的生産における信用の役割」の草稿について｣，（本誌第52巻第3.
4号)，1985年。
196 
337ページ上から５行目「Unternehnungsprojektors｣→｢Unternehmungs‐
projektors」
｢｢利子生み資本」の草稿について｣，（本誌第56巻第３号)，1988年。
３ページ上から13行目「と呼ぶ｡｣」→「と呼ぶ｡)」
１９ページ上から14行目「1984年版」→「1894年版」
｢｢利子と企業者利得」の草稿について｣，（本誌第57巻第１号)，1989年。
６９ページ下から８行目「対応する「）」」→「対応する「（｣」
102ページ上から８行目「エンゲルル」→「エンゲルス」
｢｢資本関係の外面化」の草稿について｣，（本誌第57巻第２号)，1989年。
６４ページ上から１行目「資本」→「商品」
９３ページ下から１行目「1988年」→「1989年」
（拙稿について誤植・誤記・誤訳をご指摘くださった皆様に，あらためてお礼
を申し上げます。今後も，気づいた誤りは－とりわけ草稿部分についてのそれ
は－｢正誤表」で訂正していきたいと考えておりますので，引き続きのご指摘
をお願いいたします｡）
